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　高精度ディジタル信号処理システムの構築に関する研究

を行っています。ディジタル信号処理とは、音声や画像、映像

などの信号データを処理するための技術で、最近ではAIに

も応用されている技術です。時間的および空間的に変化す

る物理量はすべて信号と呼ばれるため、私たちの身の周りに

はありとあらゆるところに信号が存在しています。これらの

信号データを効率よく処理するための高性能ディジタル信

号処理システムを構築するため、高精度ディジタルフィルタ

設計、高精度信号マッチング技術の開発、生体信号解析へ

の応用、AIへの応用等の研究を行っています。

　音声や画像、映像だけではなく、時間的および空間的に

変化する物理量は全て信号ととらえる事ができます。そのた

め、ディジタル信号処理がカバーできる分野は大変幅広く、

さまざまな技術に応用可能です。さらに、信号処理技術のAI

への応用を見据えた研究も進めております。音声や画像、映

像等をはじめとする信号を取り扱う技術に関しては、ご相談

やご協力できる可能性があります。
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